
第１８７回 広島数理解析セミナー （２０１５年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.187

日時 ： ５月１５日（金）１５：００～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

今回は２件の講演です．

１５：００～１６：００

講師 ： 高橋 仁 氏 （東京工業大学）

題目 ： 半線形熱方程式に対する動的特異点を持つ解の構成について

要旨 ： べき乗の形の非線形項 up (p > 1) を持つ半線形熱方程式，いわゆる藤田型方
程式において，動的特異点を持つ解について考える. ここで，動的特異点を持
つ解とは，時刻を固定すると空間変数に関する特異点を持ち，さらにその特異
点の位置が時間依存して動くものを指す．本講演では主に指数 p が次元 N に
依存する値 N/(N − 2) 未満の場合を扱い，動的特異点を持つ解の構成を行う．
なお本講演の内容は菅徹氏 (東京工業大学) との共同研究に基づく．



１６：３０～１７：３０

講師 ： 加藤 勲 氏 （名古屋大学）

題目 ： Global well-posedness and scattering of Zakharov system at the critical space

in four and more spatial dimensions

要旨 ： 本講演では空間 4次元以上の臨界空間における Zakharov systemの初期値問
題について考える. Ginibre-Tsutsumi-Veloはフーリエ制限ノルム法を用いる
ことにより, 劣臨界空間での適切性を示した. 一方, 臨界空間の場合にはこの
手法で鍵となる双線形評価を示すのが難しい. 本研究では上記の手法を精密
化した U2,V 2型フーリエ制限ノルム法を用いる. ただし, Zakharov systemの
ようなスケールの異なる方程式の連立方程式の臨界空間における適切性には,

Strichartz の端点評価に関連する時空ルベーグ空間を用いる必要がある. その
ため, 解空間として U2,V 2型を用いるだけでは適切性を示すことができない.

そこで, シュレーディンガー方程式の解空間としてU2型よりも広く V 2型より
も狭い空間, すなわち V 2型空間と上記の時空ルベーグ空間の共通部分を用い
る. これが本研究の主なアイデアである. これにより臨界空間での適切性の結
果が得られる. なお, 本研究は名古屋大学の津川光太郎氏との共同研究である.
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